
 

 

［成果情報名］機械収穫適性に優れる暖地・温暖地向け黒大豆品種「黒招福」 

［要約］黒大豆品種「黒招福」は、「クロダマル」よりも２週間程度早生で、1割以上多収であり、耐

倒伏性が強く機械収穫適性に優れる。粒大は「クロダマル」よりも小さいが「フクユタカ」よりも大

きく、外観品質に優れる。 

［キーワード］黒大豆、多収、早生、機械収穫適性、暖地・温暖地 

［担当］九州沖縄農業研究センター・作物開発利用研究領域・大豆・資源作物育種グループ 

［代表連絡先］電話096-242-7874  

［分類］研究成果情報 
 

［背景・ねらい］ 

黒大豆は主に煮豆に加工され、アントシアニン等を多く含む食品として注目されている。国内で

は主に丹波黒系黒大豆や「いわいくろ」などが栽培されているが、九州地域では「クロダマル」が大

粒、良食味の品種として栽培され、煮豆だけでなく豆菓子、黄粉など様々な用途に加工されて地域産

業の振興に役立っている。その反面「クロダマル」は、極晩生で倒伏に弱く低収であるなどの欠点が

あるため生産が不安定で、不作の年には十分な原料を確保することが難しく、生産者、実需者双方か

ら改善が求められている。 

そこで「クロダマル」を補完するために、倒伏しにくく収量性が高い暖地向けの煮豆用黒大豆品

種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「黒招福」は、2002年、大粒の黒大豆「Col愛媛1983宇都宮31」を母、豆腐用品種である「タ

チナガハ」を父として行った人工交配から育成された品種である。 

２．九州地域における成熟期は、“やや晩”であり“かなり晩”の「クロダマル」より12日程度早

い(表1)。 

３．「クロダマル」に比べて、生育中の倒伏が少なく、 最下着莢節位高(一番下の莢が付く位置)は

「フクユタカ」と同等に高いので、機械収穫適性に優れる(表1、図1)。 

４．「クロダマル」に比べて、子実重が1割以上多収である(表1)。 

５．「クロダマル」に比べて、百粒重が小さいが、煮豆に適し加工適性はほぼ同等である(表2、図

2)。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．栽培適地は暖地および温暖地。 

２．福岡県、熊本県、佐賀県において栽培予定であり、普及見込み面積は20ha。 

３．ダイズモザイクウイルス病およびダイズシストセンチュウに対する抵抗性が十分でないので、ア

ブラムシ防除に努めるとともに適切な輪作を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［具体的データ］ 

表 1 「黒招福」の主な生育特性 

 
 

表 2 「黒招福」の煮豆加工適性試験結果 

 

品種名 黒招福

特性

１．

２．

３．

１．

２．

３．

クロダマル
（標準）

フクユタカ
（比較）

クロダマル
（標準）

フクユタカ
（比較）

7.08 7.08 6.03 6.03

8.19 8.19 7.30 8.01

11.14 11.01 11.12 10.27

58 64 68 78

4.5 4.7 4.9 5.6

15.0 14.0 18.2 20.6

倒伏1) 微
（1.0）

微
（0.9）

微
（0.7）

微
（0.9）

青立1) 微
（1.0）

無～微
（0.8）

微～少
（1.1）

無～微
（0.7）

― （抵抗性）

― （弱）

26.4 33.5 21.9 28.6

100 125 100 131

47.1 29.5 47.6 27.2

障害粒の程度１）裂皮
無～微
（0.7）

微～少
（1.4）

無～微
（0.5）

無～微
（0.8）

上の下(3.4) 中の上(3.8) 中の上(3.8) 中の中(4.5)

42.3 45.0 42.2 44.5粗蛋白質含有率（％）２） 41.1 41.6

1) 倒伏、青立、障害粒の程度は無(0)、微(1)、少(2)、中(3)、多(4)、甚(5)の６段階で評価。
　 2015年は台風の影響で全ての品種で倒伏が甚であったため、データから除外。

38.2 37.4

無～微
（0.3）

無～微
（0.4）

子実の品質 上の下(3.1) 中の上(3.9)

最下着莢節位高（cm） 15.8 21.3

生育中の障害

無
（0.2）

微～少
（0.5）

無～微
（0.1）

無～微
（0.8）

主茎長（cm） 53 68

分枝数（本／株） 5.0 4.9

開花期（月. 日） 8.16 7.28

成熟期（月. 日） 11.02 10.29

項目　＼　品種系統名
黒招福 黒招福

播種期（月. 日） 7.08 6.03

調査地 九州沖縄農業研究センター　（育成地・熊本県合志市）

調査年次 2014年～2018年　（5か年）

栽培条件 普通畑標播 普通畑早播

栽培適地 暖地および温暖地

交配組合せ

長所 短所

「クロダマル」よりも約２週間早熟
なため、後作物の作付が容易にな
る。
「クロダマル」よりも１割以上多収
である。
最下着莢節位が高く、耐倒伏性に優
れ機械収穫に適する。

ダイズモザイクウイルスに弱い。

ダイズシストセンチュウに弱い。

「クロダマル」よりも百粒重が小さ
い。

Col愛媛1983宇都宮31
／タチナガハ

4) 「フクユタカ」のダイズモザイクウイルスレースAB抵抗性、ダイズシストセンチュウ抵抗性は既往の評価。

ダイズモザイクウイルス
レースAB抵抗性

感受性

ダイズシストセンチュウ
レース3抵抗性

弱

子実重（kg/a） 30.9 25.3

同上対標準比（％） 116 115

3) 子実の品質は、上の上(1)、上の中(2)、上の下(3)、中の上(4)、中の中(5)、中の下(6)、下(7)。

2) 子実成分は近赤外分析法による。乾物当たり百分率、窒素蛋白質変換係数は6.25。

百粒重（g）

黒招福 クロダマル（比較）

製造工程 2（煮え辛さ） 3

品質、色、見栄え 3 3

粒の大きさ 2（小粒） 3

テクスチャー 3 3

味 3 3

・Ｋ社の評価方法による。

・評価は１（悪）～５（良）の５段階で行った。

・括弧内は評価を下げた理由。

評価者コメント：やや煮え辛さはあるが十分調整可能な範囲。しっかりした食感も
蒸煮条件の調整で可能であり、粒の小ささはあるが、煮豆としては“適”。



 

 

 
図 1 「黒招福」の草姿 

 左：「クロダマル」 中：「黒招福」 右：「フクユタカ」 

 

 

図 2 「黒招福」の子実の外観 

 左：「クロダマル」 中：「黒招福」 右：「フクユタカ」 

（大木信彦） 

［その他］ 

予算区分：交付金  
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発表論文等： 大木ら「黒招福」品種登録出願公表第33842号（2019年 8月 30日） 


